
■釧路空港の利用客及び貨物取扱量の推移

【出典：国土交通省航空局】

■国際チャーター便の推移

【出典：釧路市】

北海道横断自動車道（里音別川橋）
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●空港

管内唯一の空港である釧路空港は、昭和36

年７月に滑走路1,200ｍで供用を開始、平成

12年11月に滑走路が2,500ｍに延長されま

した。

就航航空会社はJAL、ANA、AIRDOとなっ

ており、令和８年４月現在の就航路線は羽田線、

丘珠線、新千歳線となっています（ピーチ・ア

ビエーションによる関空線は季節運航）。

各航空路線の運航がひがし北海道エリアでの

周遊観光を促進し、地域経済に好影響をもたら

す事が期待されており、釧路空港発着航空路線

の維持は地域にとって欠かせないものとなって

います。

国際線では、令和８年７月～８月に大韓航空

による釧路～仁川間のチャーター便が就航しま

す。国際線が就航するのは２年半ぶりとなって

おり、引き続きアジア各国からのチャーター便

誘致の取組が進められています。

道内７空港の北海道エアポート株式会社への

一括民間委託を契機とした空港の国際化や活性

化に向けた様々な取組により、釧路地域の交流

人口の拡大や経済・観光面での空の玄関口とし

ての空港が担う役割が増大することが期待され

ています。

～交 通～

●道路

管内には、太平洋岸沿いの国道38号と44

号、管内北部を横断する241号と243号、

これらに接続する国道や道道・市町村道があ

り、その整備が進められています。

東北海道の産業、観光、生活、医療を支え、

広域的連携の促進が期待される北海道横断自

動車道（道東自動車道）の整備が進み、令和

６年12月に阿寒IC～釧路西IC間が開通し、

釧路～札幌間が全て高速道路で結ばれました。

これに伴い、釧路市街地における交通混雑を

緩和し、釧路都市圏の広域ネットワーク道路

としての役割を担う、自動車専用道路（釧路

西IC～釧路別保IC（H31.3開通））の名称

が「釧路外環状道路」から「道東自動車道」

に変更されています。



■釧路港の主要品目別出入貨物構成（令和６年）

○輸移出 ○輸移入

■釧路港の貨物取扱量の推移 ■釧路港入港船舶数及び総トン数の推移

【出典：釧路市】

SL冬の湿原号
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●港湾

管内には釧路港と霧多布港、さらに11の漁港があります。その中でも釧路港は令和６年の貨物

取扱量が約1,359万ｔとなり、道東地域の物流拠点として重要な役割を果たしています。

釧路港は、平成23年５月、国から「国際バルク戦略港湾」の選定を受けて西港区に水深14ｍ

の岸壁などを備えた国際物流ターミナルが整備され、平成31年３月に供用が開始されました。こ

れによって、大型船の釧路港ファーストポート入港による配合飼料の安定供給が可能となったこ

とから、酪農業・畜産業の振興等が図られるものと期待されています。

また、東港区では、平成23年６月に耐震・旅客船ターミナルが供用開始されており、臨海部の

防災拠点、旅客船誘致による賑わい空間創出の効果が期待されています。

●鉄道

管内には滝川・帯広方面から白糠町・釧路市・釧路町・厚岸町・浜中町

を経由し根室市に至る根室本線と、釧路市から釧路町・標茶町・弟子屈町

を経由し網走市に至る釧網本線（釧網線）があり、釧路駅～札幌駅間を

「特急おおぞら」が石勝線を経由し、最速約４時間で運行しています。

釧網線では、春～秋に「くしろ湿原ノロッコ号」、冬に「ＳＬ冬の湿原

号」が運行されており、広大な釧路湿原を走る観光列車は国内外の観光客

から人気を集めています。

根室本線の釧路駅から根室駅間には花咲線という愛称がつけられており、

車窓から太平洋や別寒牛湿原などの北海道らしい自然を楽しめる路線です。

スマートフォンで聴ける音声ガイドや、沿線をPRするラッピング車両の

導入等、路線の魅力を一層高める工夫を行っています。



■管内の新築住宅着工数の推移

【出典：建築統計年報】
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～環境・生活～

●住宅

令和７年度の管内の住宅着工戸数は348

戸で、そのうち持ち家は224戸となってい

ます。。

近年は、環境負荷の軽減や省エネルギー

性能を備えた高気密、高断熱な住宅が建設

されています。

また、長期優良住宅の認定制度活用のほ

か、ユニバーサルデザインの視点に立った

設計を取り入れるなど、長く住み続けるた

めの工夫を凝らした住宅建設も進められて

います。

廃棄物適正処理月間に係る啓発、合同パトロールの様子

釧路総合振興局の取組① 廃棄物対策

産業廃棄物（有害なものを含む）の処理については、処理業者および処理施設に対する許

可や、適正な処理を確保するための監視・指導等を行っています。

また、不法投棄対策や海岸漂着物対策については、根室地域を含む関係団体（当振興局、

市町村、警察等）と連携し、

・「釧根地域廃棄物不法処理対策戦略会議」

・「釧根地域海岸漂着物対策推進協議会」

を開催するなど、廃棄物の不適正処理の未然防止および抑制を図っています。

貴重な自然環境を保全し、次世代へ引き継ぐことを目的とした「自然の番人宣言」を推進

する市町村や、これに賛同する企業・団体等と連携しながら、不法投棄やポイ捨ての防止に

取り組んでいます。加えて、各団体が主催する地域清掃活動にも積極的に参加しています。

また、環境月間（6月）および廃棄物適正処理推進月間（10月）には、街頭指導や関係機

関との合同パトロールを行い監視・指導を行っているほか、商業施設での啓発物品の配布な

どを通じて、ポイ捨て防止と3R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進による循環型

社会推進を図っています。

管内許可状況一覧 ※Ｒ８．３末時点

許可内容 件数

産業廃棄物収集運搬業 306

特別管理産業廃棄物収集運搬業 26

産業廃棄物処分業 57

特別管理産業廃棄物処分業 3



■管内の交通事故発生件数及び負傷者数

■管内の交通事故による死者数

【出典：北海道警察釧路方面本部交通課】

●交通安全対策

自動車は、日々の生活や仕事に欠かせな

いものとなっていますが、同時に交通事故

などの深刻な問題を発生させています。

釧路総合振興局では、交通安全運動を効

果的に推進するため、市町村や関係団体等

と連携し、高齢者の事故防止や飲酒運転の

根絶など、地域や季節に応じた啓発活動を

実施しています。

管内統一のぼり旗の作成
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ゼロカーボン北海道の
ロゴマーク（釧路Ver.）

▲地域でのイベント
（ガイアナイト）

▲イベント出展▲パネル展

交通啓発活動の様子

釧路総合振興局の取組② 環境保全、公害防止、環境教育・啓発

●環境保全

地域における環境保全および公害防止のため、水環境については、「水質汚濁防止法」に

基づき事業場からの排水の監視を行うなど、水質の保全に努めています。大気環境について

は、「大気汚染防止法」に基づき、ばい煙発生施設からの排出ガスの監視や、アスベストの

飛散防止対策を推進しています。また、ダイオキシン類などの化学物質についても、関係法

令に基づく監視等を実施するとともに、オゾン層の破壊や地球温暖化への影響が懸念される

フロン類の適正な管理にも取り組んでいます。

北海道が掲げる「ゼロカーボン北海道」の実現に向け、地域住民の認識の共有および意識

の醸成を図るとともに、脱炭素型のライフスタイルへの自主的な転換を促進するため、地域

イベントへの出展やパネル展示等を通じた啓発活動を実施しています。



■管内の医療施設数 （単位：箇所）

【出典：保健行政室企画総務課（令和８年４月現在）】

■ドクターヘリ出動件数

【出典：道東ドクターヘリ運航調整委員会実績報告書】

釧路総合振興局
の取組①

医療提供体制の
構築・推進

地方・地域センター病院である市立釧路

総合病院をはじめとする公的医療機関や、

民間医療機関において、施設・設備の充実

が図られており、専門性の高い領域を含め

た医療サービスが提供されているとともに、

平成21年に運航開始したドクターヘリは、

広い道東圏において、重篤救急患者の救命

に大きな役割を果たしています。

また、今後の人口構造・疾病構造の変化

に対応し、高度な医療やリハビリテーショ

ン、在宅医療に至るまで切れ目なくバラン

スの取れた医療提供体制を構築するため、

平成28年12月に「北海道地域医療構想」

を策定するとともに、令和６年9月に新た

な「北海道医療計画釧路地域推進方針」を

策定したところであり、病気になってもで

きるだけ身近な地域で医療を受けることが

できる体制づくりを進めています。

～保健医療福祉～

人口の減少や少子高齢化の進行のほか、生活習慣病の増加など疾病構造の変化、世帯の小規模

化や独居高齢者の増加など世帯構造の変化、さらには、住民の価値観やライフスタイルの変化に

伴うニーズの多様化など、保健医療福祉を取り巻く環境は著しく変化しています。

このような中で、保健医療福祉に関する各種計画に基づき、「地域を支える医療対策の推進」

や「子育てや学びの環境づくり」「高齢者や障がいのある方々もいきいきと暮らせる共生社会の

創造」「生活困窮者の生活保障と自立に向けた環境作り」など、“安心して心豊かに暮らすこと

のできる地域社会の実現”に向けて、地域の実情に応じた保健医療福祉施策を総合的に推進する

こととしています。
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（人）

区分 病院 診療所 歯科診療所

釧路市 17 81 77

釧路町 0 11 8

厚岸町 1 2 4

浜中町 0 2 2

標茶町 1 2 2

弟子屈町 2 5 3

鶴居村 1 1 1

白糠町 0 4 4

管内計 22 108 101



■管内の主死因別割合

【出典：人口動態統計（令和６年）】

■管内の出生数及び出生率
（対人口千人）の推移

【出典：人口動態統計】

■管内の高齢者人口及び高齢化率の推移

【出典：住民基本台帳年報】
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釧路総合振興局
の取組②

高齢者保健福祉

団塊の世代が全員75歳以上となる2025年

を迎え、高齢者人口がピークとなる2040年

を見通すと、85歳以上人口が増加する一方、

生産年齢人口は急減することが見込まれます。

「第９期北海道高齢者保健福祉計画・介護

保険事業支援計画」では、介護サービス基盤

の整備や介護人材の確保、介護現場の生産性

の向上を図るなど、高齢者の方々が可能な限

り住み慣れた地域で日常生活を営むことがで

きるよう、地域包括ケアシステムの深化・推

進に取り組むことを目的としています。

釧路総合振興局
の取組③

少子化対策

北海道では、令和５年に出生率が東京に次

いで２番目に低い状況になるなど、少子化が

進行しています。このまま進行した場合、令

和32年（2050年）には人口が382万人に

まで減少することが予測されています。少子

化の要因として、未婚化・晩婚化・晩産化・

核家族化などが影響していると考えられます。

こうした中、「北海道こども計画」に基づ
き、こどもファスト・トラックや保育料軽減
支援など、「こどもまんなか社会」の実現を
目標に、結婚、妊娠・出産、子育て支援の充
実に努めています。

釧路総合振興局
の取組④

健康づくり

「健康寿命の延伸」と「健康格差の縮小」

をめざして策定されている『北海道健康増進

計画（令和６～令和18年度）』を踏まえ、令

和６年度、新たに『釧路圏域健康づくり事業

行動計画（アクションプラン）』を策定し、

食生活・運動・喫煙など生活習慣の改善、が

ん・糖尿病などの発症予防・重症化予防及び

社会環境の整備に向け、住民の方々と関係機

関・団体などが協働で取り組む健康づくり運

動を推進しています。



■管内の生活保護人口及び保護率の推移

【出典：社会福祉課】

釧路総合振興局の取組⑥ 食品衛生、感染症対策

食中毒などの未然防止を図るため、食品営業施

設等に対する監視指導や、HACCP制度化による

自主衛生管理の推進を支援するほか、違反食品の

排除等に関する指導を行っています。

また、ノロウイルス等感染性胃腸炎や腸管出血

性大腸菌、インフルエンザ等の感染症について、

未然防止や迅速な対応等のために関係機関と連携

し、速やかに情報収集を行うとともに、地域的な

流行実態の的確な把握や、まん延防止に努めてい

ます。

●生活保護

管内の保護の動向は、昭和

45年代以降の炭鉱閉山及び

漁業規制などによる地域経済

の悪化により保護率が上昇し、

昭和59年にはピークに達し

ました。その後景気が好転し

たことにより、平成６年度ま

で減少を続けるも、平成７年

度からはバブル崩壊後の景気

低迷により増加に転じ平成

25年２月には、過去最高を

記録しました。その後は、現

在まで徐々に減少傾向にあり

ます。

食品営業施設監視の様子
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釧路総合振興局の取組⑤ 障がい者福祉

北海道では、平成21年４月に制定された「北海道障がい者条例」に基づき各種施策を進め

ており、平成24年10月には「障害者虐待防止法」が施行され、虐待の未然防止や早期発見、

迅速な対応等の適切な支援を行うため、地域における協力体制の整備を図っています。

また、平成28年４月より障害者差別解消法が施行、令和３年５月には同法の一部が改正

（令和６年４月施行）され、行政機関に加え、民間業者にも合理的配慮の提供が義務づけら

れていることから、障がい者への配慮等について普及・啓発に努めています。



釧路総合振興局
の取組

防災訓練・防災教育

釧路総合振興局では、災害への対応力の向上

や消防・警察・自衛隊などの関係機関との連携

強化のための各種訓練を行っています。

また、地域の防災力強化や住民の防災意識向

上のため、楽しみながら防災について学ぶ「防

災学ぶランドinくしろ」や「避難所運営ゲーム

北海道版（Ｄｏはぐ）」などの防災啓発・教育

を行っています。

○防災訓練

○防災学ぶランドinくしろ

○防災教育

■管内の消防管轄 ■北海道防災情報メール

気象台が発表する大雨、洪水等の警報・注
意報や、北海道内で観測された河川水位など
最新の防災情報が配信されるサービスです。

●URL: https://mail.bousai-hokkaido.jp/

～防災・消防～

●防災

管内は、全国有数の地震多発地帯にあり、

特に沿岸地域は、令和2年4月に国が公表

した「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震

モデル」において、20ｍ以上の津波が発

生する可能性があるとされており、地震・

津波への対策が急務となっています。

このほかにも、毎年、台風や大雨、暴風

雪などによる災害が発生しています。

また、気象庁が常時観測火山（全国50

火山/道内９火山）としている釧路市の雌

阿寒岳と弟子屈町のアトサヌプリがあり、

24時間体制で観測・監視が行われていま

す。

●消防

管内の消防体制は、3消防本部の消防職

員と８消防団の消防団員で組織されていま

す。

火災だけでなく様々な災害から、地域住

民の生命・財産を守るためにも、施設・装

備の充実や体制の強化が行われています。

また、救急救命活動においては、救命率

向上のため、高規格救急自動車や資機材の

充実、救急隊員の教育訓練などに取り組ん

でいます。

釧路市消防本部

釧路北部消防事務組合

釧路東部消防組合

根室振興局

オホーツ
ク総合振
興局

十勝総合
振興局
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登録用QRコード
※QRコードは

(株)デンソーウェーブの
登録商標です



～文化・スポーツ～

●芸術・文化活動

くしろ蝦夷太鼓、厚岸かぐらや白糠

駒踊りなど、各地域の郷土芸能の継承

に加え、アイヌ文化の保存と伝承活動

など釧路の風土に根ざした個性豊かな

芸術・文化活動が行われています。特

に、北海道くしろ蝦夷太鼓保存会は、

これまでに3度の国立劇場での公演や東

京サントリーホールでの単独公演、海

外でも多数の公演を実施、また、北海

道文化賞のほか、太鼓団体では全国初

の地域文化功労者として、文部科学大

臣から表彰を受けるなど、北海道の文

化活動の振興に寄与しています。

そのほか、各市町村、関係団体及び

市民グループ主催による音楽会や演劇

をはじめ、釧路の豊かな自然を題材に、

四季折々の美しい風景や冬の厳しい姿

をイメージした絵画や写真などの創作

活動も盛んであり、住民が主体となっ

た多種多様な文化芸術活動が展開され

ています。

●スポーツ活動

スケート競技を中心にウインタース

ポーツが盛んに行われており、特にア

イスホッケーでは、社会人や小中校生

のチームが活動しているほか、オリン

ピック日本代表に選出される女子選手

もいるなど、多くの道民が活躍してい

ます。

夏には、乗馬やカヌーなど広大で豊

かな自然を満喫することのできるス

ポーツも活発に行われているほか、冷

涼な気候を求め、全国から多くの競技

者が合宿に訪れ、体力、技術の向上に

取り組んでいます。
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種別 名称 所在地 指定年月日

重要文化財 正行寺本堂 厚岸町梅香 H4.1.21

重要文化財
蝦夷三官寺国泰寺

関係資料
厚岸町湾月 H17.6.9

特別天然
記念物

タンチョウ
地域を定めず

(主な生息地：北海道)
S27.3.29

特別天然
記念物

阿寒湖のマリモ 釧路市阿寒町 S27.3.29

天然記念物
霧多布泥炭形成

植物群落
浜中町

T11.10.1
2

天然記念物
春採湖の

ヒブナ生息地
釧路市春採 S12.12.21

天然記念物 大黒島海鳥繁殖地 厚岸町大黒島 S26.6.9

天然記念物
和琴ミンミンゼミ

発生地
弟子屈町和琴 S26.6.9

天然記念物 釧路湿原
釧路町・標茶町・

鶴居村
S42.7.6

重要無形
民俗文化財

アイヌ古式舞踊
釧路市・弟子屈町・
白糠町・釧路市阿寒町

S59.1.21

史跡 春採台地竪穴群 釧路市春湖台 S10.12.24

史跡 東釧路貝塚 釧路市貝塚 S45.7.22

史跡 国泰寺跡 厚岸町湾月 S48.10.29

史跡 北斗遺跡 釧路市北斗 S52.7.14

史跡
釧路川流域
チャシ跡群

釧路市・釧路町・
標茶町・弟子屈町

H27.3.17

登録有形
文化財

正行寺鐘楼 厚岸町梅香 H21.8.7

種別 名称 所在地 指定年月日

天然記念物
厚岸床潭沼の
ヒブナ生息地

厚岸町床潭 S47.4.1

有形文化財 太田屯田兵屋 厚岸町太田 S49.2.28

有形文化財
円空作観音像
（１軀）

釧路市米町 S52.3.11

史跡
厚岸神岩砦跡
及び竪穴群

厚岸町神岩 S41.7.7

無形民俗
文化財

釧路鳥取
きりん獅子舞

釧路市 R2.5.19

■文化財（国指定）

■文化財（道指定）

■釧路市内でのスポーツ合宿の様子（実業団）



■ 釧路管内の北海道遺産

★霧多布湿原（浜中町） ★北海道集治監 釧路分監（標茶町）

厚岸霧多布昆布森
国定公園エリアに
ある、多種多様な
植物や野鳥が観測
できる、学術的に
も貴重な湿原▶

1885年に建設され、
重大犯罪人隔離や硫
黄山開発など、北海
道初の初期インフラ
整備等を担った庁舎
▶

★摩周湖（弟子屈町） ★蝦夷三官寺(厚岸国泰寺)（厚岸町）

阿寒摩周国立公園
エリアにある、世
界有数の透明度と
乳白色の霧の風景
で知られる「神秘
の湖」▶

蝦夷地で死亡した和
人の葬儀とアイヌ民
族への仏教布教のた
め、江戸幕府が
1804年に建立した
寺院▶

★釧路ラーメン ★北海道の簡易軌道（鶴居村ほか）

細ちぢれ麺と魚介
ベースのスープで
あっさりとした醤
油味が基本のラー
メン▶

大正末期から昭和
40年代の約50年間、
人々や農産物を運び、
地域の発展に大きく
貢献した鉄道遺産▶

● 北海道遺産

私たちは、

次の世代に何を遺せるのか

北海道の宝物、

そして未来への資産…

次の世代へ引き継ぎたい有形・無
形の財産の中から、北海道民全体の
宝物として選ばれたのが「北海道遺
産」です。北海道の豊かな自然、北
海道に生きてきた人々の歴史や文化、
生活、産業など、各分野から道民参
加によって選ばれました。

平成13年10月22日に第１回選定
分25件、平成16年10月22日に第
２回選定分27件、第３回選定分は、
平成30年11月1日に15件、第4回
選定分には「北海道遺産20周年」を
好機と捉え6件が、令和４年10月
22日に決定・公表され、総計74件
の北海道遺産が誕生しています。
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【出典：釧路教育局】 【出典：釧路教育局】
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～教 育～

釧路教育局では、北海道教育推

進計画に示されている北海道が目

指す教育の基本理念である「自

立」「共生」に加え、「挑戦」を

キーワードとしました。

「自立」と「共生」を土台に

「挑戦」できる環境を整えるため、

令和８年度釧路管内教育推進の重

点のテーマを、「ＣＲＥＡＴE

『つくる』を軸とした教育の推

進」と設定しました。

児童生徒一人一人が、自らの未

来に向かって夢や目標をもち、多

様な他者と協働しながら、安心し

て挑戦できる管内教育を実現する

ための指導体制や環境整備を、管

内一丸となってつくりあげていき

ます。

今後も、本重点を各市町村教育

委員会や学校と共有し、管内全て

の児童生徒に、これからの時代を

生き抜く力を育成する継続的な支

援を進めてまいります。

区分 小学校 中学校
義務教
育学校

高等
学校

特別支
援学校

釧路市 23 13 3 7 2

釧路町 5 4 1

厚岸町 4 4 1

浜中町 4 4 1

標茶町 6 4 1

弟子屈町 4 2 1

鶴居村 2 1

白糠町 1 1 2 1

管内合計 49 33 5 13 2

■管内の公立学校数
（令和８年５月１日現在）

■管内の公立学校児童生徒数の推移



■姉妹都市・友好交流都市の状況

■管内の在住外国人数の推移 各年12月末現在

【出典：北海道グローバル戦略資料編/法務省「在留外国人統計」】

●国際交流団体の活動状況

「釧路国際交流の会」では、「くしろ国際交
流プラザ」の管理を行っており、在住外国人や
観光・ビジネス・研修等で訪れる外国人が安心
して過ごせるための相談対応業務、国際交流に
関する情報の提供などを行っています。
また、同会独自の活動として、国内で唯一稼

働している炭鉱である釧路コールマイン（株）
の外国人研修生たちとの交流企画のほか、在住
外国人等との交流会および研修会、日本語学習
の支援など、幅広い活動を行っています。

●学校教育における国際理解教育の充実に向けた取り組み

国際理解教育への理解を深めるため、管内の高校の中には、
「異文化理解」や「中国語と文化」などの科目名で授業を実施し
ている学校があります。これらの授業では、外国の文化等につい
て知り、日本と外国の文化等について比較する学習をとおして、
異文化に対する理解を深めることを目標にしています。
この他にも、管内の高校生が、クルーズ船の外国人客におもて

なしをする機会を設けたりするなど、学校教育現場において様々
な取り組みが行われています。

～国際交流～

●市町村における国際化に関する取り組み

釧路市では、令和４年９月に、市の公式
ホームページを全面リニューアル。多言語
及び「やさしい日本語」への変換ツールを
導入し、情報アクセスの改善を図っていま
す。外国人が安心して滞在できるように多
言語及び「やさしい日本語」による情報発
信や「くしろ国際交流プラザ」の運営を
行っています。
また、令和７年度はバーナビー市（カナ

ダ）との姉妹都市提携60周年を記念し、
相互訪問をするなど海外の提携都市との交
流も進めています。

白糠町では、平成29年７月に台湾新北
市烏来区と友好交流提携を締結し、訪問団
による親善訪問・文化交流事業を行うなど、
幅広い分野での交流を推進しています。

上記以外の町村においても、教育や文化
を通じた様々な国際交流が行われています。
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外国人客におもてなしをする様子

釧路国際交流の会主催
令和７年度「サンセットクルーズ交流会」の様子

市町村名 姉妹友好提携・交流都市名

釧路市

カナダ/ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ･ｺﾛﾝﾋﾞｱ州 ﾊﾞｰﾅﾋﾞｰ市(姉妹)

ロシア連邦/ｻﾊﾘﾝ州 ﾎﾙﾑｽｸ市(姉妹)

アメリカ合衆国/ｱﾗｽｶ州 ｽﾜｰﾄﾞ港(姉妹港)

アメリカ合衆国/ﾙｲｼﾞｱﾅ州 ﾆｭｰｵｰﾘﾝｽﾞ港(姉妹港)

ロシア連邦/ｶﾑﾁｬﾂｶ州
ﾍﾟﾄﾛﾊﾟﾌﾞﾛﾌｽｸ･ｶﾑﾁｬﾂｷｰ市(港街友好都市)

釧路町 台湾／花蓮県吉安郷（友好交流）

厚岸町 オーストラリア/ﾀｽﾏﾆｱ州 ｸﾗﾚﾝｽ市（姉妹）

弟子屈町

中国/河南省商丘市（友好交流）

中国/山東省泗水県（友好交流）

中国/山東省濱州市濱城区（友好交流）

白糠町 台湾/新北市烏来区（友好交流）

釧路湿原
厚岸湖・

別寒辺牛湿原
霧多布湿原
関係自治体

オーストラリア/ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ州
ハンター河口湿地関係自治体（姉妹湿地）


